
道
元
禅
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に
お
げ
る
単
伝
に
つ
い
て

晴

山

俊

英

昨
年
、
伝
戒
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
に
あ
た
り
、
私
は
道
元
禅
師

(以
下
道
元
)
の

一
師
印
証
に
つ
い
て
自
分
な
り
に
整
理

・
究
明
す
る
必

要
性
を
感
じ
た
。
が
、
真
字

・
仮
名
の
両

『
正
法
眼
蔵
』
や

『
永
平
広

録
』
に
は

「
二
師
印
証
」
と
い
う
言
葉
は
見
出
せ
な
い
。
し
か
し

『
宝

慶
記
』
を
見
る
に
、

汝
須
知
、
西
天
未
聞
両
附
嘱
法
蔵
。
東
土
自
初
祖
至
六
祖
無
両
伝
衣
。
所
以

大
千
仏
道
為
本
也
。
(大
久
保

『道
元
禅
師
全
集
』
下
、
三
七
七
頁
)

と
い
う
教
え
を
如
浄
よ
り
授
か

っ
て
い
る
か
ら
、
当
然
、
仏
法
が
伝
え

ら
れ
る
と
き
、

一
人
の
師
か
ら
た
だ

二
人
の
弟
子

へ
と
い
う
、

一
子
相

伝
の
形
を
取
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
た
筈
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば

釈
尊
に
起
源
を
持
つ
以
上
、
あ
ら
ゆ
る
仏
教
者
が
正
伝
で
あ
る
と
主
張

し
て
も
、
そ
れ
を
否
定
す
る
余
地
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
私
の

使
用
す
る
言
葉

の
定
義
と
し
て
、

二
師
印
証
は
、
弟
子
は
複
数
で
も
構

わ
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
、

一
子
相
伝
と
い
う
語
で
も

っ

て
師
資

一
対

一
の
相
伝
を
指
す

こ
と
に
し
た
い
。

さ
て
、
こ
の

一
子
相
伝
の
自
負
と
責
任
感
が
あ
れ
ば
こ
そ
如
浄
も
、

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第

一
号

平
成
七
年
十
二
月

大
凡
世
尊
大
法
、
単
伝
摩
訶
迦
葉
、
嫡
嫡
相
承
廿
八
世
、
東
土
五
伝
而
至
曹

渓
、
乃
至
今
日
、
如
浄
則
仏
法
之
総
府
也
。
大
千
沙
界
更
無
可
斉
肩
者
也
。

(春
秋
社

『道
元
禅
師
全
集
』
第
七
巻
、
一
六
頁
)

と
い
う
言
葉
を
吐
く
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
そ
の
系
譜
が

『
正
法
眼

蔵
』
「仏
祖
」
に
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
踏
ま

え

た
上

で
、
『
正
法
眼
蔵
』
「嗣
書
」
の

「
仏
仏
か
な
ら
ず
仏
仏
に
嗣
法
し
、
祖

祖
か
な
ら
ず
祖
祖

に
嗣
法
す
る
、

こ
れ
証
契

な
り
、
こ
れ
単
伝
な
り
」

(春
秋
社

『道
元
禅
師
全
集
』
第

二
巻
、
四
二
三
頁
)
と
い
う
言
葉
を
見
る
な

ら
ば
、
仏
法
の
出
発
点
が
明
ら
か
に
仏
に
あ

る
限
り
、
嗣
法

・
証
契

・

単
伝
と
い
う
事
柄
も
全
て

一
子
相
伝

の
説
明

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

一
方
、
こ
れ
と
は
別
に
戒
脈
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
。
文
字
通
り

授
戒
の
系
譜
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
第
四
〇
回
宗
学
大
会
で
述
べ

た
よ
う
に
、
僧
侶
に
対
し
て
は
理
屈
上
、
出
家
授
戒
と
伝
戒
と
い
う
二

つ
の
戒
脈
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
、
嗣
法
の
時
の
戒

脈
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
勿
論
伝
戒
上
の
戒
脈
が

こ
れ

に
該
当

す

る
。
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ま
た
、
授
戒
儀
よ
り
す
れ
ば
、
伝
戒
の
際
に
は
弟
子
が
師
と

一
体
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
戒
脈
を
全
て
相
続
す
る
状
況
が
想
定
さ
れ
る
こ
と

も
述
べ
た
。

つ
ま
り
出
家
受
戒
に
お
け
る
戒
脈
は
、
こ
の
時
点
で
捨
て

去

っ
て
、
師
の
戒
脈
を
弟
子
が
ま
る
ま
る
受
け
継
ぐ
と
い
う
理
屈
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
る
と
、
本
来
戒
脈
は
嗣
書
と

一
致
し
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
『御
遺
言
記
録
』
に
も
、

又
御
尋
云
、
林
際
下
仏
照
禅
師
嗣
書
、
故
鑒
師
、
伝
授
之
否
。
又
像
見
之

乎
。
義
介
白
、
此
相
伝
不
名
嗣
書
、
祖
師
相
伝
血
脈
。
云
々
。
義
介
拝
見

之
。
仰
云
、
其
云
嗣
書
也
。

(春
秋
社

『道
元
禅
師
全
集
』
第
七
巻
、

二
八

二
頁
)

と
あ
り
、
道
元
が
血
脈
が
そ
の
ま
ま
嗣
書
で
あ
る
と
捉
え
て
い
た
こ
と

を
伝
え

る
。
血
脈
の
定
義
は
少
々
曖
昧
で
、
法
脈
と
も
戒
脈
と
も
取
れ

る
の
で
あ
る
が
、
法
脈
は
純
粋
に
嗣
書
と
対
応
す
る
点
よ
り
す
れ
ば
、

ま
た
現
在
で
も
授
戒
の
際
に
用
い
る
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
む
し
ろ
戒

脈
図
と
し
て
考
え
る
方
が
妥
当
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

さ
て
、
上
記
の
如
く
み
て
く
る
と
、
道
元
の
思
想
上
に
は

一
子
相
伝

が
色
濃

い
と
思
わ
れ
る
が
、
道
元
が
し
き
り
に
強
調
す
る

「単
伝
」
と

い
う
言
葉
に
、
果
た
し
て

一
子
相
伝

の
意
図
が
込
め
ら
れ

て
い
る

の

か
ど
う

か
、
ま
た
、

二
子
相
伝
な
ら
ば
、
師
に
選
ぼ
れ
な
か

っ
た
残
さ

れ
た
弟
子
達
を
ど
う
考
え
て
い
た
の
か
、
と
い
う
の
が
今
回
の
テ
ー
マ

で
あ
る
。

ま
ず
、
断

っ
て
お
き
た
い
の
は
、
本
来
な
ら
先
ず
は

「
単
伝
」
と
い

う

言

葉

に

つ

い
て

の
先

行

業

績

を

探

る

の
が

常

套

手

段

だ

と

思

わ

れ

る

が

、

残

念

な

が

ら

直

接

的

に
扱

っ
て

い
る
も

の
を
見

い

出
す

こ
と

が

で

き

な

か

っ
た

。

そ

こ
で

「
単

伝

」

と

い
う

言
葉

を
道

元

の
主

な

著

述

か

ら

検

索

し

て
み

た

。

こ

こ
で

そ

の

一
々
を

挙
げ

る

わ

け

に

は

い

か

な

い

が

、

そ

の
多

く

は

単

に

「
仏

法

を

伝

え

る

」

と

い
う

程
度

の
意

で
も

通

ず

る

の

で
、

特

別

に

一
子

相

伝

の
意

を

加

味

し

て

い
る

か

ど
う

か

は
判

別

し
難

い
。

し

か

し
、

『
正
法

眼

蔵

』

「
仏

性

」

に
は

、

入
室
潟
瓶

の
衆

た
と

ひ
お
ほ
し
と

い

へ
と
も
、
提
婆
と
斉

肩

な

ら

ざ

る

べ

し
、
提
婆

は
半
座

の
尊
な
り
、
衆
会

の
導
師
な
り
、
全
座

の
分
座
な
り
、
正

法
眼
蔵
無
上
大
法
を
正
伝

せ
る

こ
と
、
霊
山

に
摩
訶
迦
葉
尊
者

の
座
元
な
り

し
が
ご
と

し
、
龍
樹
未
廻

心
の
さ
き
、
外
道

の
法

に
あ
り

し
と
き

の
弟
子
お

ほ
か
り
し

か
ど
も
、

み
な
謝
遣

し
き

た
れ
り
、
龍
樹
す

で
に
佛
祖
と
な
れ
り

し
と
き

は
、

ひ
と
り
提
婆
を
付
法

の
正
嫡
と

し
て
、
大
法
眼
蔵
を
正
伝
す
、

こ
れ
無
上
佛
道

の
単
伝
な
り
。

(春
秋
社

『
道
元
禅
師
全
集
』
第

一
巻
、

二

八
～
二
九
頁
)

と

あ

る
。

龍

樹

に
多

く

の
弟

子

が

い

た
け

れ

ど

も

、

独

り

提

婆

の

み

を

正

嫡

と

し

て

付

法

を

し

た
と

い
う

の
が

概

要

で
あ

る

が

、

こ

こ

よ
り

す

れ

ば

、

一
子

相

伝

と

い
う

意

味

を

込

め

て

「
単

伝

」

と

称

し

て

い
る

よ

う

で

あ

る
。

ま

た

、

『
正

法

眼

蔵

』

「
行

持

下

」

で
は

、

眞
丹
國
に
は

い
ま
だ
初
祖
西
来
よ
り
さ
き

に
、
嫡
嫡
単
伝

の
佛
子
を

み
ず
、

嫡
嫡
面
授

の
祖
面
を
面
授
せ
ず
、
見
佛

い
ま
だ

し
か
り
き
。

の
ち

に
も
初
祖

の
遠
孫

の
ほ
か
、
さ

ら
に
西
来

せ
ざ

る
な
り
。

(春
秋
社

『道

元
禅
師

全
集
』
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第

一
巻
、

二
七
七
頁
)

と
い
っ
て
い
る
か
ら
、
達
摩
以
前
の
中
国
仏
教
界
に
単
伝
と
い
う
事
実

を
認
め
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が

『
永
平
広
録
』
巻
第
七
で
は
、

上
堂
。
仏
法
二
度
入
震
旦
。

一
者
跋
陀
婆
羅
菩
薩
伝
来
、
在
瓦
官
寺
伝
秦
朝

之
肇
法
師
。

一
者
嵩
山
高
祖
菩
提
達
磨
尊
者
、
在
少
林
寺
伝
斉
国
之
慧
可
。

肇
法
師
之
伝
今
既
断
絶
、
可
大
師
之
稟
授
弘
於
九
州
。
我
儻
酬
宿
殖
般
若
之

種
子
、
得
値
殊
勝
最
上
之
単
伝
而
修
習
。
(春
秋
社

『道
元
禅
師
全
集
』
第

四
巻
、
六
二
頁
)

と
い
う
。
こ
こ
で
い
う
仏
法
と
は
、
い
わ
ゆ
る
仏
教
伝
来
と
い
う
意
で

は
な
く
、
明
ら
か
に
道
元

の
認
め
る
正
し
い
仏
法
で
あ
る
か
ら
、
跋
陀

婆
羅
菩
薩
及
び
僧
肇
に
つ
い
て
も
是
認
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
僧

肇
が
出
会

っ
た
人
物
か
ら
す
る
と
、
跋
陀
婆
羅
菩
薩
と
は
恐
ら
く
仏
駄

跋
陀
羅

の
こ
と
に
な
る
が
、
僧
肇

の
正
統
性
を
保

つ
た
め
に
は
、
系
譜

の
い
ず
れ
か
で
、
密
か
に
法
脈
が
分
岐
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
で
は

一
子
相
伝
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
西
天
二
十
八
祖
に
つ
い
て
単
伝
と
称
す
る
場
合
、

一
子
相

伝
の
意
を
込
め
て
受
け
取
る
と
矛
盾
を
来
す
こ
と
に
な
る
。
道
元
は

一

子
相
伝
な
ら
ず
と
も
正
法
が
伝
わ
る
と
見
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
答
え
は

『
正
法
眼
蔵
』
「袈
裟
功
徳
」
に
、

二
十
七
祖
の
傍
出
、
賊
陀
婆
羅
菩
薩
の
伝
、
ま
さ
に
肇
法
師
に
お
よ
ぶ
と
い

へ
ど
も
、
仏
袈
裟
の
正
伝
な
し
。
震
旦
の
四
祖
大
師
、
ま
た
牛
頭
山
の
法
融

禅
師
を
わ
た
す
と
い
へ
ど
も
、
仏
袈
裟
を
正
伝
せ
ず
。
し
か
あ
れ
ば
す
な
は

道
元
禅
師
に
お
け
る
単
伝
に
つ
い
て

(晴

山
)

ち
、

正
嫡

の
相
承
な

し
と

い
へ
ど
も
、
如
来

の
正
法
そ

の
功
徳
む
な

し
か
ら

ず
、

千
古
万
古

み
な
利
益

広

大

な

り
。

(春
秋
社

『
道
元
禅
師
全
集
』
第
二

巻
、
三
〇

一
頁
)

と
あ

る
。

即

ち
、

時

代

的

な

錯

乱

は

別

と

し

て
、

意

識

と

し

て

は
、

あ

く

ま

で
も

傍

流

と

し

て

捉

え

た

上

で

の
仏

法

と
解

す

べ
き

で
あ

ろ
う

。

し

か

し

次

に
、

『
正

法

眼

蔵

』

「
拾

遺

弁

道

話
」

を

見

る
と

、

大
師
釈
尊
、
霊
山
会

上
に
し
て
、
法
を
迦
葉

に

つ
け
、
祖
祖
正
伝

し
て
、
菩

提
達

磨
尊
者

に
至

る
。
尊

者
、
自
ら
神
丹
国
に
趣

て
、
法
を
慧
可
大
師

に

つ

け
き
、
是

れ
東

地
の
仏
法

の
初
祖
な
り
如
是
単
伝

し
て
よ
り
、

六
祖
大
鑑
禅

師

に
至

る
。
此

の
時
、
正

に
真
実

の
仏
法
、
唐
家

に
流
瑯
し

て
、
節
目

に
か

か
は
ら

ぬ
旨
、
顕
れ
き
。
時

に
六
祖
に
二
位

の
神

足

あ

り
、
南

岳

の
懐
譲

と
、
青
原

の
行
思
と

な
り
。
共

に
仏
印
を
伝
持

し
て
、
同
く
人
天

の
尊
師
な

り
。
其

の
二
派

の
流
通
す

る
に
、

好
く
五
門
開

け

た

り
。

(春
秋

社

『
道
元

禅
師
全
集
』
第

二
巻
、

五
三
七
～
五
三
八
)

と
あ

る
。

ま
ず

六
祖

慧

能

の
時

に
南

岳

懐

譲

と

青

原

行

思

の
二

人

に
印

証

し

て

い

る

こ

と
が

注

目

さ

れ

る

。

さ

ら

に

「
五
家

異

れ

ど

も

、

唯

だ

一
仏

心
印

也
」

と
、

法

脈

の
分

岐

を

認

め

て

い

る
。

「
如

是

単

伝

し

て

よ

り
、

六
祖

大

鑑

禅

師

に

至

る

」

と

い
う

と

こ

ろ

か
ら

、

単

伝

と

い
う

語

が

、

慧

能

以
前

に

の

み

該

当

す

る

と
考

え
れ

ば

、

一
子

相

伝

の
意

が

含

ま
れ

て

い

て
も

、

僧

肇

を

傍

流

と

す

る
限

り
、

と

り

あ

え

ず

通

ず

る
。慧

能

の
時

に
そ

れ

ま

で

と
異

な

る
条

件

は
何

で
あ

る

か

と

い
う

に
、

「節

目

」

と

い
う
語

が

何

を

指

し

て

い
る

か
が

問

題

に

な

る

が

、

竹

の
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節

に
妨
げ
ら
れ
な
い
融
通
無
礙
な
教
え
が
中
国
で
花
開

い
た
と
受
け
取

る
と
、
必
ず
し
も

一
子
相
伝
と
い
う
形
態
を
採
る
必
要

が

な
く

な

っ

た
、
と

い
う
こ
と
が
言
え
ま
い
か
。

し
か
し
、

こ
う
な

っ
て
く
る
と
、
単
伝
の
原
初
に

二
子
相
伝
の
意
が

含
ま
れ

て
い
た
と
し
て
も
、
も
は
や
大
き
な
枠
で
の
正
法
の
伝
達
と
い

う
意
に
昇
華
さ
れ
て
し
ま
う
。

つ
ま
り
、

一
子
相
伝
時
代
の
附
嘱
を
単

伝
と
称
す
る
に
し
て
も
、
現
前
の
仏
法
の
正
し
さ
を
証
明
す
る
た
め
に

は
、
単
伝
の
内
容
と
の
段
較
が
試
み
ら
れ
る
わ
け
で
、

こ
れ
が
合
致
し

た
場
合

に
正
法
が
成
立
す
る
。
そ
し
て

一
旦
正
法
が
成
立
し
て
し
ま
う

と
現
前

の
仏
法
が
そ
の
ま
ま
単
伝
で
あ
る
と
い
う
表
現
も
可
能
に
な
る

の
で
あ

り
、
そ
う
な
る
と

二
子
相
伝
の
限
定
的
な
意
味
で
の
単
伝
で
は

な
く
、
普
遍
的
な
、
正
法
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
も

の
と
し
て
単
伝

と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
る
。
『
永
平
広
録
』
巻
第
七
に
は

仏
祖
単
伝
、
唯
是
我
釈
迦
牟
尼
仏
之
正
法
也
、
阿
耨
多
羅
三
貌
三
菩
提
也
。

所
以
須
知
、
仏
法
之
中
有
法
華

・
華
厳
等
、
非
法
華

・
華
厳
等
各
各
之
中
有

各
各
之
仏
法
也
。
然
則
法
華

・
華
厳
等
八
万
四
千
法
蔵
、
悉
是
仏
祖
単
伝

也
。
非
法
華

・
華
厳
等
外
別
有
祖
師
道
也
。
所
以
不
可
与
諸
宗
比
肩
也
、
唯

如
国
之
得
王
也
。
(春
秋
社

『道
元
禅
師
全
集
』
第
四
巻
、
七
四
頁
)

と
あ
る

の
が
、
そ
の
事
情
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
は
単

伝
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
が
、
正
法
に
展
開
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
想

像
を
膨

ら
ま
せ
る
な
ら
、

一
子
相
伝
的
な
意
味
で
始
ま

っ
た
か
も
知
れ

な
い

「
単
伝
」
の

「単
」
で
は
あ
る
が
、
諸
法
を
貫
く
根
源
と
し
て
の

「
一

」
を
表
し
た

「
単
」
と
受
け
取
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。

さ
て
、
以
上
の
こ
と
を
整
理
し
て
み
る

と
、
「単
伝
」
に
は
、
原
初

的

に
は
師
資

一
対

一
の
意
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
六
祖

以
下
に
つ
い
て
に

一
対

一
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る

一
師
印
証
に
て
も
正

法

の
流
通
が
可
能
に
な

っ
た
こ
と
、
そ
れ
に
伴
う
格
好
で
、
現
前

の
仏

法
が
正
法
で
あ
る
こ
と
の
証
明
と
し
て

「単
伝
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
『
正
法
眼
蔵
』
「葛
藤
」
の
い
わ
ゆ

る
達
磨
の
皮
肉
骨
髄
が

一
等
で
あ
る
と
い
う
話
と
の
齟
齬
が
指
摘
さ
れ

る
し
、
僧
肇
周
辺
の
系
譜
か
ら
正
嫡
と
傍
出

の
関
係
に
つ
い
て
も
、
も

う
少
し
詳
し
く
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
理
観
と
覚
心

の
戒
脈
の
相
違
の
解
決
も
見
て
い
な
い
。
更

に
、
道
元
自
身
の
時
間
的

な
境
涯
の
変
化
の
有
無
を
考
慮
し
て
い
な
い
。
か
よ
う
な
問
題
点
を
認

識
し
つ
つ
、
今
回
は
筆
を
お
き
た
い
。
(注
記
は
割
愛
)

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

道
元
、

一
師
印
証
、
伝
戒
、
嗣
法

(曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
研
究
員
)
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